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まちづくり交付金　事後評価シート

湯町地区

平成20年12月

山口県下関市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 26ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値
あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

提案事業

宿泊者に観光施設を提供し、リピーターと地域来訪者の増加を図る
ため

影響なし

981百万円

民俗資料館

湯町地区

平成16年度～平成19年度 平成20年4月～12月（予定）事後評価実施時期

山口県 市町村名 下関市

交付対象事業費 国費率

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

地区名

事業名

なし

なし

数　　値

-

-

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

整備が進んだが、不況の影響を受け、宿泊
での温泉観光を取り巻く環境が悪化した
が、個々の旅館においては、改善がみられ
た。

後継者不足や近年の入り込み客数の減
少、規模拡張への地権者間調整の失敗な
どもあり、店舗の再開は実現しなかったが、
老朽化した旅館の改良、建替え等の改善が
みられた。
整備が進んだが、不況の影響を受け、温泉
観光を取り巻く環境が悪化したが、他の観
光施設との連携を強化するなど努力がうか
がえる。

平成22年7月1日

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

今後の対応方針等

平成22年5月1日

モニタリング 特になし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民主体のまちづくり組織である「川棚温泉まちづくり協議会」を
設立し、まちづくりについての先進地視察や講演会及び各種勉
強会を行う。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

まちづくり会社により各種団体や地域と共催・連携した相互扶助のイベント
や広報活動を行う。協働で地域の発展と利便性の向上にも努めていくこと
も考えており、市も支援する方針。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

川棚温泉まちづくり協議会を母体とする株式会社による、観光交
流センターの管理・運営を行う。

まちづくり協議会が街道のウォーキング等を企画しており、市も支援する
予定。

交付期間
の変更

まちづくり活動推進事業（まちづくり協議会）

新たに追加し
た事業

なし

事後評価測定業務

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

 ５）実施過程の評価

・川棚温泉まちづくり協議会の設立により、市と地域住民の対話の機会が増え、ネットワークの強化につながると共に、広報誌『まちづくり瓦版』の発行など、積極的な地区のPR活動が行われた。
・川棚温泉まちづくり協議会と市が主体となり勉強会を実施し、平成17年度、歴史や文化を今に伝える中国地方の街道である「夢街道ルネサンス認定地区」の認定を受けた。
・よさこい踊り以外にも、コルトー音楽祭や食の祭典等のイベント等、数値指標では拾いきれない宿泊や温泉利用を伴わない交流人口は増えた

その他の
数値指標３

まちづくり協議会によるイベントの広報と運
営補助により、イベント参加者の増加につな
がった。

平成23年4月1日

イベント（川棚温泉まつり）
のよさこい踊り出演者数

人 925 H16

新資料館と合築した観光交流センターは、
設計等において川棚温泉まちづくり協議会
の意見を反映しており、施設の魅力向上に
つながったと考えられる。

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

5,176 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

新資料館の入館者数
（民俗資料館）

人／年 2,579 H15

指標1

指　標

指標２

地域来訪者数
（観光入込客数）

指標４

指標３ H20 平成22年6月1日△

△

平成22年6月1日

観光関連店舗数 店 14 H15 17 H20

H20

フォローアップ
予定時期

成果を客観的に検証し、公表するために追加

目標
達成度

△

影響なし

1年以内の
達成見込み

40,726

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

宿泊客数 人／年 53,470 H15 58,300

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

人／年 341,276 H15 355,000

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

道路（湯谷1号線、湯谷線、湯町循環線）、地域生活基盤施設（案内板、サイン）、高質空間形成施設（ゲート、街路灯、道路舗装修景）、高次都市施設（観光交流センター）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

-

1,330

12

301,274



様式２－２　地区の概要

単位：人／年 53,470 H15 58,300 H20 40,726 H20

単位：店 14 H15 17 H20 12 H20

単位：人／年 341,276 H15 355,000 H20 301,274 H20

単位：人／年 2,579 H15 - - 5,176 H20

単位：人 925 H16 - - 1,330 H20

目標値 評価値

湯町地区（山口県下関市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・観光交流センターにおいて、周辺観光施設との連携や地元学の勉強会実施等により、観光拠点としての機能を強化していく。
・整備した施設の景観維持のため、地元と連携して景観に関するルール作りや清掃・美化活動を行う。
・川棚温泉まちづくり株式会社による観光客のニーズの把握（アンケート調査等）や、それを活かした地元によるまちの魅力づくり（観光客に対するおもてなしの心の強化等）の活動を支援することで、リピーターの増加につなげる。
・川棚温泉まちづくり協議会における事例紹介や情報交換を通じて、住宅と共生する観光地づくりを図る。
・HPでの案内マップ公開を行うと共に、観光客が川棚温泉を訪れ、歩きまわりたくなる仕掛けづくり（まちなかギャラリーの実施、体験プログラムの開発等）を行い、PRと回遊性の強化を図る。
・地権者への先進事例紹介や出店希望者への情報提供を行うことで、新規出店の支援を図る。

まちの課題の変化

・宿泊者数と地域来訪者数は数値目標に達しなかったが、個々に見ると利用者が増加している店舗があり、またコルトー音楽祭等のイベント等により、宿泊や温泉利用を伴わない交流人口は増加傾向にあると考えられる。
・整備した施設と観光振興のためのソフト面の取り組み（イベント実施や案内マップの作成・配布）との相乗効果の強化を図る必要がある。
・整備した施設を活かした活性化を図るため、地元主体の回遊する観光客を見込んだもてなしの心あふれる店舗の整備と体制作りを支援する必要がある。
・本地区は、住宅と温泉旅館等が共存する地区であるため、観光客の増加により問題が発生すれば、地区住民からの苦情が増加する可能性がある。

当該地区が有する歴史的資源、自然的資源などを活用し、これら資源の有機的な連携を図り温泉街の回遊性を創造
することにより、観光・交流によるまちなかの賑わいを取り戻し、魅力満載のやすらぎの空間の創造を図る。

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

観光関連店舗数

宿泊客数

地域来訪者数（観光入込客数）

新資料館の入館者数（民俗資料館）

イベント（川棚温泉まつり）の
よさこい踊り出演者数

■基幹事業
　・地域生活基盤施設

■基幹事業
　・高次都市施設
　≪観光交流センター≫
　　延床=683.6㎡　H16～H20

　・地域生活基盤施設
　≪まちなか広場≫
　　面積=1,170㎡　H16～H20

（整備後イメージ）

●提案事業
　・地域創造支援事業
　≪民俗資料館≫
　　延床=559.2㎡　H16～H20

■基幹事業
　・高質空間形成施設
　　≪ゲート≫　　1箇所

（整備後イメージ）

■基幹事業
　　・道路（新設、拡幅及び修景）
　　≪湯町1号線他2路線≫
　　　全延長818m　H16～H20

（整備後イメージ）

≪サイン≫ 11箇所≪案内板≫ 4箇所

整備後整備前


